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▽
６
月
１
日
（
日
）
16
時
〜

▽
湊
川
神
社
楠
公
会
館
（
神

戸
市
）

〈
社
労
士
黒
門
会
総
会
〉

▽
６
月
７
日
（
土
）
14
時
30

分
〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
10

号
館
１
０
０
４
２
教
室

〈
足
立
支
部
総
会
〉

▽
６
月
21
日
（
土
）
11
時
〜

▽
勤
労
福
祉
会
館
　
綾
瀬
プ

ル
ミ
エ
（
足
立
区
）

※
支
部
総
会
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ【
校
友
会
事
務
局
】

☎
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

事
業
。校

友
会
情
報

校
友
会
情
報

校
友
会
代
議
員
会

▽
６
月
15
日
（
日
）
11
時
30

分
〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
３

号
館
３
０
３
教
室

〈
兵
庫
支
部
総
会
〉

選
　
挙
　
結
　
果

▽
大
分
県
豊
後
高
田
市
長
選

挙
（
４
月
13
日
投
開
票
）

佐
々
木
敏
夫
氏
（
昭
40
経
済
）

３
選

▽
宮
城
県
登
米
市
長
選
挙

（
４
月
27
日
投
開
票
）

熊
谷
康
信
氏
（
平
12
商
）
初

紹  介

校
友
新
社
長

阿
久
津
知
洋
氏
（
平
６
商
）

㈱
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ

ャ
パ
ン
代
表
取
締
役
社
長
に

５
月
15
日
付
で
就
任
。
本
社

東
京
都
。
直
営
方
式
及
び

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
方
式
に
よ

訃
　
　
報

玉
垣
良
典
氏
（
た
ま
が
き
・
よ
し

の
り
）
名
誉
教
授
・
元
経
済
学
部

教
授

　
２
月
23
日
、
96
歳
で
死
去
。
１

９
６
０
年
か
ら
99
年
ま
で
在
職
。

専
門
は
現
代
資
本
主
義
論
。

育
友
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　育友会では、ご父母・保護者を対象とした「神田キャンパス見学会」と
「就職懇談会」（学生の参加も可）を開催します。詳細及びお申し込みは
本学ホームページからお願いします。定員になり次第締め切ります。

申し込み  ５月21日（水）～６月13日（金）

◆ 就職懇談会
【日 時】６月28日（土） 13：00～16：30（予定）
【場 所】神田キャンパス３号館３階303教室

申
し
込
み

◆ 神田キャンパス見学会
【日 時】６月28日（土）
　　　　午前の部 10：20～11：20（予定）
　　　　※集合場所 10号館３階10031教室
　　　　午後の部 13：40～14：40（予定）
　　　　※集合場所 10号館１階ロビー

申
し
込
み

申 

問【
校
友
会
事
務
局
】℡ 

03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

校
友
会
定
時
総
会
２
０
２
５

校
友
会
定
時
総
会
２
０
２
５

▽
日
時
＝
７
月
５
日（
土
）12
時
～

�

（
受
付
開
始
11
時
30
分
予
定
）

▽
場
所
＝
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
宿

�

（
東
京
都
新
宿
区
）

▽
会
費
＝
１
万
円（
当
日
受
付
に
て
）

▽
申
し
込
み
締
め
切
り
＝
６
月
６
日（
金
）

　
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
日
本
語
学
科
主
催
で

古
武
道
を
通
じ
た
国
際
交
流

が
４
月
19
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
イ
ヴ
ァ

ン
・
ス
ル
コ
シ
ュ
駐
日
ス
ロ

バ
キ
ア
共
和
国
大
使
ら
が
出

席
し
、
居
合
術
、
合
気
道
、
合

気
柔
術
の
演
武
と
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
日
本
の

古
武
道
の
精
神
に
触
れ
た
。

　
演
武
は
専
修
大
学
体
育
会

居
合
道
部
の
大
島
和
月
さ
ん

（
文
４
）、
平
野
茉
里
菜
さ

ん
（
文
４
）、
新
田
隼
士
さ

ん
（
法
３
）、
塩
浦
壮
太
さ

ん
（
文
３
）
に
よ
る
全
日
本

剣
道
連
盟
制
定
居
合
か
ら
始

ま
り
、
田
宮
流
居
合
術
、
岩

間
合
気
道
、
大
東
流
合
気
柔

術
の
各
派
が
披
露
。
集
中
を

高
め
て
繰
り
出
さ
れ
る
鋭
い

技
の
数
々
に
、
見
学
者
か
ら

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
大
東
流

合
気
柔
術
ス
ロ
バ
キ
ア
支
部

の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ク
リ
ラ
さ

ん
が
講
師
を
務
め
、
簡
単
な

護
身
術
を
手
ほ
ど
き
し
た
。

本
学
の
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
の
学
生
、
居
合

道
部
員
、
相
撲
部
員
ら
も
参

加
し
、
合
気
柔
術
の
技
術
を

学
ん
だ
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ク
リ
ラ
さ
ん
か
ら
技
を
習
う
相
撲
部
員

　
全
学
応
援
団
の
写
真
展

「
情
熱
と
エ
ー
ル
は
君
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
５
号
館
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　
写
真
展
は
昨
年
11
月
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開
催
に

次
い
で
２
回
目
。
前
回
は
大

正
初
期
の
設
立
以
降
、
時
代

を
追
っ
て
奮
闘
す
る
姿
を
伝

え
た
。

　
今
回
は
近
年
の
活
躍
を
中

心
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。「
ニ

ュ
ー
ス
専
修
」
担
当
カ
メ
ラ

マ
ン
ら
が
撮
影
し
た
直
近
の

今
年
度
入
学
式
で
の
演
武
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
マ
ス
ク
姿
で

の
応
援
な
ど
22
点
を
展
示
し

スルコシュ大使らの前で日ごろ

の成果を披露した本学居合道部

古
武
道
を
通
じ
た
国
際
交
流

ス
ロ
バ
キ
ア
大
使
に
演
武
披
露

 

共
編
著

　
社
会
が
豊
か
に
な
る

と
、
人
は
幸
せ
に
な
れ

る
か
？
　
幸
福
に
は
豊

か
さ
に
加
え
、
ど
う
い

う
人
間
関
係
や
社
会
制

度
が
必
要
か
？

　
本
書
は
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ア

ジ
ア
７
カ
国
・
地
域
の

大
学
等
と
行
っ
た
共
同

研
究
の
成
果
の
一
部
で

あ
る
。
国
際
意
識
調
査

に
お
け
る
人
々
の
幸
福

度
の
平
均
は
、
経
済
的

に
豊
か
な
日
本
・
韓
国
・
台
湾

で
低
く
、
経
済
発
展
の
途
上

に
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
・
ベ
ト
ナ

ム
・
タ
イ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
高
か
っ
た
。

　「
豊
か
さ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
」
と
も
言
え
る
こ
の
事
実

を
説
明
す
る
た
め
に
、
前
半

で
は
各
国
の
歴
史
的
経
緯
と

現
状
が
分
析
さ
れ
る
。
後
半

で
は
調
査
デ
ー
タ
の
計
量
分

析
を
通
じ
て
、
ど
う
い
う
人

間
関
係
が
人
を
幸
せ
に
す
る

か
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
が
社
会

に
よ
っ
て
ど
う
異
な
る
か
が

明
ら
か
に
な
る
。（
Ｓ
ｐ
ｒ

ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
・
税
込
み
１
万

２
１
５
４
円
）

　
編
著
者
（
は
ら
だ
・
ひ
ろ

お
）
名
誉
教
授
、
元
経
済
学

部
教
授
。
財
政
学
。（
か
な

い
・
ま
さ
ゆ
き
）
人
間
科
学

部
教
授
。
社
会
学
。

Social Well-Being,Development,and Multiple Modernities in Asia
原
田
博
夫
、金
井
雅
之
ら

　
１
５
３
１
年
創
立
の
歴
史
あ
る
グ
ラ
ナ

ダ
大
学
で
は
、
世
界
各
地
か
ら
訪
れ
る
１

２
０
０
人
以
上
の
留
学
生
を
含
む
約
８
万

人
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。
学
科
の
海
外

研
修
留
学
で
学
生
を
派
遣
し
て
お
り
（
２

０
２
２
年
度
12
人
、
23
年
度
17
人
、
25
年

度
11
人
）、
今
回
の
視
察
で
は
、
グ
ラ
ナ

ダ
大
学
現
代
言
語
セ
ン
タ
ー
の
教
員
と
の

あ
い
だ
で
、
本
学
学
生
に
提
供
さ
れ
る
言

語
文
化
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
課
外
活
動
に

関
す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

入
門
ク
ラ
ス
の
授
業
参
加
や
本
学
学
生
が

滞
在
す
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
立
地
環
境

の
確
認
、
学
生
寮
も
見
学
し
た
。

　
地
中
海
に
面
す
る
マ
ラ
ガ
市
に
位
置
す

る
マ
ラ
ガ
大
学
で
は
、
二
つ
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
約
４
万
人
の
学
生
が
学
ぶ
。
留
学
生

の
受
け
入
れ
実
績
も
豊
富
で
あ
り
、
学
科

の
海
外
研
修
留
学
で
も
学
生
を
派
遣
し
て

い
る
（
22
年
度
９
人
、
23
年
度
５
人
、
24
年

度
14
人
）。
国
際
ス
ペ
イ
ン
語
セ
ン
タ
ー

の
教
職
員
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
語

学
を
中
心
と
し
て
文
化
や
歴
史
も
学
ぶ
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
確
認
に
加
え
、
学
生
寮
の

設
備
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
通
学
ル
ー
ト
や

交
通
機
関
の
状
況
の
視
察
も
行
わ
れ
た
。

　
マ
ド
リ
ー
ド
市
郊
外
（
都
心
よ
り
国
鉄

で
20
分
程
度
）
に
位
置
す
る
マ
ド
リ
ー
ド

自
治
大
学
は
ス
ペ
イ
ン
屈
指
の
公
立
大
学

で
あ
る
。
今
回
の
訪
問
で
は
、
将
来
的
な

大
学
間
協
定
や
学
生
や
教
員
の
相
互
派
遣

制
度
に
つ
い
て
、
哲
文
学
部
お
よ
び
東
ア

ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の
教
員
と
の
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る

学
生
寮
、図
書
館
、食
堂
な
ど
を
視
察
し
た

ほ
か
、
日
本
語
を
学
ぶ
ス
ペ
イ
ン
人
学
生

の
授
業
風
景
も
見
学
す
る
な
ど
、
今
後
の

大
学
間
連
携
の
可
能
性
が
確
認
さ
れ
た
。

 

（
小
林
准
教
授
）

て
い
る
。

　
応
援
団
は
全
体

の
指
揮
を
執
る
リ

ー
ダ
ー
部
、
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
、
演

奏
を
担
当
す
る
吹

奏
楽
部
の
３
部
で

構
成
。
各
部
そ
れ

ぞ
れ
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
た
写
真
も
多

く
、
応
援
団
の
奮

闘
が
迫
力
あ
る
写

真
で
伝
わ
る
。

　
展
示
は
５
月
19

日
（
月
）
ま
で
。

日
曜
日
は
休
館
。

時
間
は
８
時
30
分

〜
20
時
。
無
料
。

写真展を見学する学生たち

応援団の活躍を伝える迫力ある写真

全学応援団写真展 神田で開催

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部  

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は

２
年
次
前
期
に
全
員
が
４
〜
５
カ
月
、
留
学
す
る
。
今
年
度
派
遣
直
前
の
２
月

19
日
か
ら
28
日
ま
で
、
同
学
部
の
井
上
幸
孝
教
授
と
小
林
貴
徳
准
教
授
が
ス
ペ

イ
ン
の
大
学
機
関
３
校
（
グ
ラ
ナ
ダ
大
学
、
マ
ラ
ガ
大
学
、
マ
ド
リ
ー
ド
自
治

大
学
）
を
視
察
し
た
。
小
林
准
教
授
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
す
る
。

スペインの大学機関３校を視察スペインの大学機関３校を視察

マラガ大学でのミーティング。井上教授（右から

２人目）、小林准教授（同３人目）

グラナダ大学での授業風景


